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フィルタベント（FCVS）を考慮した管理放出における被ばく経路別の被ばくの特徴を把握するために、格納

容器（PCV）破損と管理放出の場合を比較する試解析を行った。本研究の対象としたシナリオでは、被ばく

経路の主因が PCV 破損では内部被ばく、管理放出ではクラウドシャインであるという特徴を把握した。 
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1. 緒言 

管理放出を含む様々な事故シナリオを考慮した緊急時対応の検討が重要である[1]。特に、事象進展によっ

てより実効性のある FCVS 開始条件を検討する上では、除染できない希ガスの影響や防護措置の効果を適切

に把握する必要があり、線量評価を被ばく経路に分けるなどより詳細な分析が必要である。本研究は FCVS

による管理放出の有無における、被ばく経路別の定量的な被ばく量の評価とその特徴の把握を目的とした。 

2. 手法 

BWR5 MARKⅡを対象とし、圧力・温度上昇が急峻で FCVS による対策が特に求められる大 LOCA+ECCS

喪失+SBOシナリオにおけるプラント周辺公衆の被ばく線量を評価した。事故進展解析コード MELCOR2.2 及

び環境影響評価コード WinMACCS を用いて PCV 破損（FCVS なし D/W破損）、D/W 経由 FCVS、W/W 経由

FCVS のシナリオ別に解析した。FCVS の性能は環境に放出される核分裂生成物質量を、除染係数値（エアロ

ゾル：1000、ガス状ヨウ素：100）で割り環境への放出割合とみなして模擬した。また、屋内退避や避難等の

防護措置を設定せず、屋外で全て被ばくすると仮定した。 

3. 結果 

 図 1 に示すとおり放出時期が同程度の場合、管理放出の場合に

は PCV 破損の場合と比較して全実効線量が 1/100 程度に減少し

た。各シナリオの全被ばく経路の内訳は、PCV破損の場合は内部

被ばくが 7割以上で主因だったのに対して、管理放出の場合には

どちらのシナリオも希ガス由来のクラウドシャインが 7 割以上

で主因となった。被ばく経路毎の評価結果から、管理放出では

短半減期核種が多く含まれる希ガスが支配的となることが分析

され、半減期や放出継続時間を考慮して、より実効性のある FCVS 開始条件を検討することが可能となった。 

4. 結論 

FCVS を考慮した場合の被ばく経路別の被ばく量を定量的に評価した。本研究の対象としたシナリオでは、

管理放出の場合はクラウドシャインが支配的であり、実効性のある FCVS 開始条件を検討するためには希ガ

スの半減期に着目すべきだと示唆される。今後は放出タイミング等が異なるシナリオも評価する必要がある。 
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図 1:放出形態ごとの被ばく経路別被ばく量 

（プラントから 0.8～1.2km 地点） 
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